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１ はじめに 

 七尾高校に保存されている、ヤマイヌと

呼ばれる剥製標本(以下本校剥製標本)（図1）

について研究を行った。ヤマイヌは、明治時

代に絶滅したニホンオオカミと、野犬の両

方を指しているとされている。本校剥製標

本にはラベルや作られた経緯に関する文献

が存在せず、作成年や個体名が不明である。

昭和49年に本校剥製標本の調査を専門家が

行っており、外皮のみニホンオオカミで、頭

骨はキツネである、といった見解や、犬であ

るという見解が示された。しかし、それぞれ

根拠となっている外部形態の特徴が、その

後の論文で否定されたものであるため、再

調査が必要であると考えた。また、本校には、

ニホンオオカミであると同定されている頭

骨標本が保存されているため（図2）、本校

剥製標本もニホンオオカミである可能性は

十分あると考えている。 

本校剥製標本の種の同定を目的として研

究を行った。なお、ニホンオオカミの剥製標

本は、現在世界に6体しか存在しておらず、

本校剥製標本がニホンオオカミであれば大

きな発見となる。 

 本校剥製標本の種を同定するために、外

部形態の検討、各部位の測定、レントゲン撮

影、CT撮影、DNA解析を行った。 

To identify the species of the Yamainu taxidermy specimen, an examination of its 

external features, X-ray imaging, CT scanning, and DNA analysis were conducted.  It is 

possible that the skin of the Yamainu taxidermy specimen is from a Japanese wolf.  

 

図 2 本校所蔵ニホンオオカミ頭骨標本 

図 1 本校所蔵ヤマイヌ標本 

表 1 本校剥製標本の年表 
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２ 調査方法 

<調査1> 外部形態の検討 

ニホンオオカミの、耳が短い、背筋・前足

に黒い毛がある、額段が浅いという特徴が、

本校剥製標本の同一部位に当てはまってい

るかどうかを調査した。 

<調査2> 各部位の測定 

先行研究と同一部位の測定を行い、本校

剥製標本の測定値と比較した。先行研究と

同一の部位である、尾長、最大長、頭胴長、

頭高、肩高、脛骨長、後足長、頭長、頭幅、

胴長、耳介長、口長の測定を行った。そして、

その値が既存標本の最小値－最大値の幅に

当てはまっているかを検討した。  

<調査3> レントゲン撮影 

骨の有無や最小値-最大値の幅に当てはまっ

ていたのが胴長のみであった理由を調べるた

め、レントゲン撮影にて、剥製内部の調査を行

った。 

<調査4> CT撮影 

CT撮影にて、頭骨の立体的な形状の調査を行

った。 

<調査5> DNA解析 

１）すでに破損していた右後脚から1㎝×1㎝の

皮膚片を採取し、タカラバイオ株式会社の 

Nucleo Spin Tissueとその付属マニュアルを

用いてDNA抽出を行った。 

２）PCR法でDNA増幅を行った。プライマーとし

て、DNAが抽出されているかどうかを調べるた

めの哺乳類のユニバーサルプライマーと、オオ

カミかどうかを調べるためのオオカミ用プラ

イマーを用いた。（表2）実験は3回行った。1

回目はC5、M2、2回目は、M2以外のすべてのプ

ライマー、3回目はすべてのプライマーでPCR,

電気泳動を行った。PCRのサイクル数は1、3回

目が40サイクル、2回目が30サイクルで行った。 

３）DNAが増幅されているかを確認するために

PCR産物を用いて電気泳動を行った。 

 

 

 

３ 結果 

<調査１> 

本校剥製標本で同一部位を比較すると、背筋

に淡い黒い毛、前脚に黒い毛がみられること、

また、額額が浅いという特徴がニホンオオカミ

と一致していた。 

本校剥製標本には、胴が細長く成形されてい

る、尾の骨が露出している、足が変形している

という特徴がみられた。（図3） 

 

<調査２> 

既存標本の最小値－最大値の幅に当てはま

っている部位は胴長のみであった。尾長、最大

長は既存標本の最小値－最大値の幅を上回っ

ており、頭胴長、頭高、肩高、脛骨長、後足

長、頭長、頭幅、耳介長、口長は既存標本の

最小値－最大値の幅を下回っていた。（表3） 

表 2 プライマー配列表 

図 3 本校剥製標本の外部形態 



令和６年 石川県立七尾高等学校 

- 11 - 

 

 

<調査３> 

頭骨のみが確認された。胴には骨がなく、直

径約5mmの針金で成形されていた。（図4） 

 

<調査4> 

頭骨の形状は図5の通りであった。 

<調査5>1回目ではC5ではDNAの増幅がわずかに

認され、M2でははっきりと確認された。2回目

では、C2のみ増幅が確認された。（図6）1回目

で確認されたC5が確認されなかったのは、サイ

クル数が少なかったためだと考えられる。3回

目ではC1、C2、C3、C4、C5、M1、M2のDNAの増

幅が確認された。 

 

４ 考察 

毛皮については、外部形態にニホンオオカミ

の特徴がみられたことから、ニホンオオカミで

ある可能性がある。本校剥製標本の測定値が、

既存標本の最小値-最大値の幅から外れていた

原因として、剥製標本に頭部以外の骨がないた

め、元の形でなくなっていたことが考えられる。

これは、剥製標本の制作時、作成者の意向が大

きく影響されたことが理由だと考えられる。 

頭骨については、形態と DNA解析によりキツ

ネかどうか調べる必要があると考えられる。 

 

５ 今後の展望 

文献に記載されていた「頭骨がキツネである」

という記述について、現在調査中であるため、

今後引き続き詳しく調べていきたいと考えてい

る。狐の頭骨の特徴を調べ、本校剥製標本の頭

骨の CT画像との比較を行っていきたい。また、

頭骨の DNA解析を行うことで、頭骨の種を同定

したい。そして、シーケンスを行い、塩基配列

を確認したいと考えている。 

また、オオカミ用プライマーの有用性を検証

するため、ネガティブコントロールとしてイヌ

の DNAと、ポジティブコントロールとして富山

県ファミリーパークのシンリンオオカミの DNA

を用いて、これらがオオカミ用プライマーによ

図 4 本校剥製標本レントゲン画像 

図 7 電気泳動の結果（3 回目）  

M1 C3 C4 C5 C6 M3 M2 C1 C2 

C1 C2 C3 C4 C5 C6 M1 M3 

図 6 電気泳動の結果（2 回目）  

表 3 既存標本の最大値-最小値と本校剥製標本の 

測定値との比較 

図 5 本校剥製標本頭骨 CT 画像 
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って増幅するかどうかを調べていきたいと考え

ている。 
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